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改善報告書 

 

大学名称    天使大学     （大学評価実施年度  2018年度  ） 

 

１．大学評価後の改善に向けた全般的な取り組み状況 

認証評価結果を受け、是正勧告及び改善課題を改善するために必要な対応について、2019

年度の事業計画に盛り込み、2019 年３月 20 日開催の理事会において承認された。その後、

学長名で全教職員へ向けてメールにて評価結果を配信して周知し、全学的に改善に向けて

取り組むこととした（資料 1-1、資料 1-2）。 

2019 年６月４日開催の教育研究評議会報告第７号議案において、改善に向けたロードマ

ップの作成及び役割分担を検討することが報告され、2019年７月 29日開催の自己点検評価

委員会審議第１号議案において、ロードマップ及び内部質保証システム体系図・PDCA サイ

クル図について審議承認された（資料 1-3、資料 1-4、資料 1-5、資料 1-6）。 

内部質保証の責任を明確にするために、2020年６月 18日開催の教育研究評議会において、

「天使大学内部質保証に関する基本方針」および「内部質保証推進規程」を制定し、内部

質保証のための方針・手続きを明文化した。 

また、内部質保証の責任を担う組織として、自己点検評価委員会を廃止して内部質保証

推進委員会を立ち上げ、「天使大学における内部質保証と教学の関連図」を作成し、教育・

研究活動に関する最高責任者を学長、大学運営に関する最高責任者を理事長とする各組織

の役割分担と責任を明確にし、内部質保証推進委員会の責任のもと改善に向けて取り組ん

だ（資料 1-7、資料 1-8、資料 1-9、資料 1-10、資料 1-11）。 

 2021 年９月６日開催の教育研究評議会審議第３号議案において、「天使大学における内部

質保証と教学の関連図」に基づき、学生の学修成果を具体的に評価するために「アセスメ

ントポリシー」を制定した（資料 1-12、資料 1-13） 

＜根拠資料＞ 

1-1 2019年度 学校法人天使学園・天使大学 事業計画 

1-2 2018年度第 8回理事会議案書決議録 

1-3 2019年度第 3回教育研究評議会 

1-4 2019年度第 2回自己点検評価委員会議事要旨 

1-5 認証評価ロードマップ 

1-6 天使大学_内部質保証システム体系図 

1-7 2020年度臨時教育研究評議会議事録 

1-8 天使大学内部質保証に関する基本方針 

1-9 天使大学内部質保証推進規程 

1-10天使大学における内部質保証と教学の関連図 

1-11 2020年度第 4回内部質保証推進委員会議事要旨 

1-12 2021年度第 5回教育研究評議会議事録 

1-13 天使大学アセスメントポリシー 
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２．各提言の改善状況 

（１）是正勧告 

№ 種  別 内  容 

１ 基準 基準２ 内部質保証 

 

提言（全文） 内部質保証の推進を担い、自己点検・評価の実施を

担う組織として「自己点検評価委員会」を位置づけ

ているものの、「教育研究評議会」の審議事項にも

自己点検・評価が含まれており、役割分担が明確に

されていない。また、自己点検・評価の結果に基づ

く学部・研究科等のＰＤＣＡサイクルの支援にあた

っては、規程等に定めのない「天使学園朝会（ＴＭ

Ｇ）」が関与しており、内部質保証体制における組

織間の役割・権限が整理されていない。このため、

内部質保証のための方針・手続きを明文化し、有効

な内部質保証システムを整備するよう是正された

い。 

大学評価時の状況 内部質保証の継続的な実現のために責任を負う全

学的な組織として、自己点検評価委員会が組織され

ていた。自己点検評価委員会で指摘された事項に関

して、全学的課題については教育研究評議会で検討

していた。しかし、内部質保証については、規程に

定めのない天使大学朝会（ＴＭＧ）が関与しており、

内部質保証における役割や責任、権限が定まってい

なかった。 

大学評価後の改善状況 2020 年６月 18 日開催の教育研究評議会において、

「天使大学内部質保証に関する基本方針」および

「内部質保証推進規程」を制定し、内部質保証のた

めの方針・手続きを明文化した。また、内部質保証

の責任を担う組織として、自己点検評価委員会を廃

止して内部質保証推進委員会を立ち上げた。（資料

1-7、資料 1-8、資料 1-9） 

内部質保証推進委員会は、「天使大学における内部

質保証と教学の関連図」を作成し、教育・研究活動

に関する最高責任者を学長、大学運営に関する最高

責任者を理事長とする各組織の役割分担と責任を

明確にした。（資料 1-10、資料 1-11）。 

2020 年度にＩＲ室設置要項を制定し、2021 年度か



（様式 18） 

ら内部質保証推進委員会と連携し、ＩＲ室の活動が

開始された。（資料 2-（1）-1-1、資料 2-（1）-1-2、

資料 2-（1）-1-3） 

2021 年度には、学習成果の評価のために、アセス

メントポリシーを制定、学内外に公表し、教育活動

の自己点検、評価の仕組みを整備した（資料 1-13）。 

 

「大学評価後の改善状況」の

根拠資料 

資料 2-（1）-1-1 2020年度第 5回教育研究評議会

議事録 

資料 2-（1）-1-2 天使大学 IR室設置要項 

資料 2-（1）-1-3 2021年度年報内部質保証推進委

員会報告事項 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に関する評定   ５   ４   ３   ２   １ 

 

№ 種  別 内  容 

２ 基準 

 

基準５ 学生の受け入れ 

 

提言（全文） 看護栄養学研究科では、課程ごとの学生の受け入れ

方針を設定していないため、これを定め公表するよ

う是正されたい。 

 

大学評価時の状況 看護栄養学研究科では、研究科としての学生の受け

入れ方針を公表するだけに留まっており、課程ごと

の学生の受け入れ方針については設定しておらず、

公表していなかった。 

 

大学評価後の改善状況 認証評価結果を受け、2019 年５月 16日開催の第２

回研究科委員会で審議し、アドミッションポリシー

を課程ごとに設定した。その後、天使大学大学院看

護栄養学研究科 2020年度大学案内及び 2020年度学

生募集要項にて公表した（資料 2-（1）-2-1、資料

2-（1）-2-2、資料 2-（1）-2-3）。 

「大学評価後の改善状況」の

根拠資料 

資料 2-（1）-2-1 2019年度第２回研究科委員会議

事録 

資料 2-（1）-2-2 天使大学大学院看護栄養学研究

科 2020 年度大学案内 
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資料 2-（1）-2-3 2020年度学生募集要項 

 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

改善状況に関する評定   ５   ４   ３   ２   １ 

 

（２）改善課題 

№ 種  別 内  容 

１ 基準 

 

基準４ 教育課程・学習成果 

 

提言（全文） 看護栄養学部栄養学科及び看護栄養学研究科栄養

管理学専攻博士後期課程では、教育課程の編成・実

施方針に、教育課程の編成及び実施に関する基本的

な考え方を示していないため、改善が求められる。 

 

大学評価時の状況 看護栄養学部栄養学科及び看護栄養学研究科栄養

管理学専攻博士後期課程では、教育課程の編成・実

施方針に、教育課程の編成及び実施に関する基本的

な考え方を履修要項やホームページにて示してい

なかった。 

大学評価後の改善状況 看護栄養学部栄養学科は 2020 年度履修要項に、看

護栄養学研究科栄養管理学専攻博士後期課程は

2022 年度履修要項に、ディプロマポリシー、カリ

キュラムポリシーを明記して示した。（資料 2-（2）

-1-1、資料 2-（2）-1-2）。 

 

「大学評価後の改善状況」の

根拠資料 

資料 2-（2）-1-1  2020看護栄養学部履修要項 

資料 2-（2）-1-2 2022大学院看護栄養学研究科履

修要項 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

改善状況に関する評定   ５   ４   ３   ２   １ 

 

№ 種  別 内  容 

２ 基準 

 

基準４ 教育課程・学習成果 

 

提言（全文） 看護栄養学部栄養学科及び看護栄養学研究科では、
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学習成果の測定に関する組織的な検討が行われて

おらず、退学率や留年率、国家試験合格率等を用い

て把握・評価するとしているが、これらの指標のみ

で学位授与方針に示した学習成果を十分に測定で

きているとはいいがたい。学習成果を効果的に測定

するとともに、その結果を教育内容・方法の改善に

生かしていくよう、全学的な検討に基づいて改善す

ることが望まれる。 

大学評価時の状況 栄養学科においては、学習成果に関する自己評価の

実施の必要性を認識していたが、実施に至っていな

かった。 

看護栄養学研究科においても、学習成果の測定を実

施するための方法について、他大学等の情報収集を

開始する状態にとどまっていた。 

大学評価後の改善状況 看護栄養学部栄養学科において、2019 年度より学

生による学習成果に関する自己評価を開始した（資

料 2-（2）-2-1）。 

2020 年度栄養学科及び看護学科の学修成果に関す

る自己評価結果について、2021年 10月 4日開催の

教育研究評議会報告第２号及び 2021 年 10 月 12 日

開催の教授会報告第４号で報告し、全学的に改善に

向けて取り組むよう共有された。（資料 2-（2）-2-2、

資料 2-（2）-2-3、資料 2-（2）-2-4） 

2020 年度より教員による科目ごとの自己評価も行

われている。また、これらのデータはＩＲに集約し、

看護栄養学部では教育課程の評価に繋げる仕組み

が構築された（資料 2-（2）-2-5）。 

看護栄養学研究科栄養管理学専攻では、学習成果の

測定を実施するために、2021 年度にリサーチルー

ブリック作成し、2022 年２月 15日開催の研究科委

員会審議第６号にて 2022 年度からリサーチルーブ

リックを運用して学習成果の測定を行うことが審

議承認された（資料 2-（2）-2-6、資料 2-（2）-2-7）。 

看護栄養学研究科看護学専攻では、学生の学修成果

の自己評価として、「ＤＰ到達度ルーブリック」を

試用することとした（資料 2-（2）-2-8、2-（2）

-2-9、2-（2）-2-10）。 

「大学評価後の改善状況」の 資料 2-（2）-2-1  2019年度栄養学科カリキュラム
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根拠資料 アンケート 

資料 2-（2）-2-2 2021年度第 6回教育研究評議会

議事録 

資料 2-（2）-2-3 2021年度第 6回教授会議事録 

資料 2-（2）-2-4 学修成果に関する自己評価結果 

資料 2-（2）-2-5 2020 年度教員の自己評価総括評

価集計 

資料 2-（2）-2-6 2021 年度第 10回研究科委員会議

事録 

資料 2-（2）-2-7 2022 年度看護栄養学研究科栄養

管理学専攻リサーチルーブリック 

資料 2-（2）-2-8 2021 年度第 10回大学院専攻会議

議事録 

資料 2-（2）-2-9 大学院ルーブリック保健師コー

ス 

資料 2-（2）-2-10大学院修論コース DP自己評価表 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

改善状況に関する評定   ５   ４   ３   ２   １ 

 

№ 種  別 内  容 

３ 基準 

 

基準５ 学生の受け入れ 

 

提言（全文） 収容定員に対する在籍学生数比率について、看護栄

養学研究科修士課程で 0.32、助産研究科専門職学

位課程では 0.40 と低いため、大学院の定員管理を

徹底するよう、改善することが求められる。 

大学評価時の状況 オープンキャンパスの実施や在学生への周知など、

広報活動等積極的に実施していたものの、収容定員

に対する在籍学生数比率については看護栄養学研

究科修士課程で 0.32、助産研究科専門職学位課程

では 0.40と低い状態であった。 

大学評価後の改善状況 入学生を増やすための広報活動として、オープンキ

ャンパス、個別説明会、チラシ配布を進めた。また、

看護栄養学研究科では、2020 年度入学生から、本

学看護栄養学部卒業生に対する授業料等の減額措

置を行った（資料 2-（2）-3-1、資料 2-（2）-3-2）。
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その結果、看護栄養学研究科修士課程では、2018

年度 0.44、2019 年度 0.68、2020 年度 0.56、2021

年度 0.44、2022年度 0.56 となっており、助産専門

職学位課程では、2018年度 0.41、2019年度 0.46、

2020年度 0.53、2021 年度 0.46、2022 年度 0.51と

なっており、改善しつつある（資料 2-（2）-3-3）。 

さらなる改善にむけて、全学的に取り組む。 

 

「大学評価後の改善状況」の

根拠資料 

資料 2-（2）-3-1 2019年度第６回理事会議案書 

資料 2-（2）-3-2  2019年度第６回理事会決議録 

資料 2-（2）-3-3 大学基礎データ_表 2 

 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

改善状況に関する評定   ５   ４   ３   ２   １ 

 

№ 種  別 内  容 

４ 基準 

 

基準 10 

 （１）大学運営 

 

提言（全文） キリストの基本的な考えについて理解を深めるた

めに「教職員修養会」を実施しているものの、教員

に対する大学運営のための研修等の機会は不十分

である。そのため、今後、職員のみならず教員を含

めて、大学運営を行うにあたり必要な知識等を向上

させるための取り組みや研修の機会を設けるよう、

改善が求められる。 

 

大学評価時の状況 教職員修養会にて教員・職員に対する研修会を実施

していたが、大学運営のための研修会については、

職員のみで行っており、教員を含めた実施には至っ

ていなかった。 

大学評価後の改善状況 2020 年４月１日付けで天使大学ファカルティ・デ

ィベロップメント及びスタッフ・ディベロップメン

トに関する規程を施行した（資料 2-（2）-4-1）。 

2020 年８月に教育の質に係る客観的指標調査に関

する研修会を実施し、2021 年３月及び 2022年３月
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には自己点検評価に係る活動報告会を全学的に実

施して、教員を含めた大学運営に関する意識の向上

と情報共有を図った（資料 2-（2）-4-2、資料 2-

（2）-4-3、資料 2-（2）-4-4）。 

2021 年９月１日には大学の経営に係る知識を習得

し、向上を図るために、2020 年度決算報告会及び

監事報告のＳＤ研修をオンラインで実施した（資料

2-（2）-4-5）。 

「大学評価後の改善状況」の

根拠資料 

資料 2-（2）-4-1  天使大学ファカルティ・ディベ

ロップメント及びスタッフ・ディベロップメントに

関する規程 

資料 2-（2）-4-2 教育の質に係る客観的指標調査

進捗確認 

資料 2-（2）-4-3 2020年度活動報告会資料 

資料 2-（2）-4-4 2021年度活動報告会資料 

資料 2-（2）-4-5 2020年度決算報告及び監事報告 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

改善状況に関する評定   ５   ４   ３   ２   １ 
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＜大学基準協会使用欄＞ 

【概評】 

 

＜改善に向けた大学全体の取り組み＞ 

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯・・・・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜是正勧告、改善課題の改善状況＞ 

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯・・・・・・。 
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	（２）改善課題

